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あるべき大都市制度の一つの姿として「特別自治市（仮称）」 を創設

日本を牽引するエンジンとなるための選択肢

広域自治体・基礎自治体という二層制の自治構造を廃し、広域自治体と同格

道府県の事務も含め、地方の事務とされているもの全てを一元的に担うことを基本

地域重視の考え方から、各都市の実状に応じ住民自治・参加機能を充実させる仕組みを構築

地域特性や実情に応じ、特別自治市（仮称）と広域自治体の関係、特別自治市（仮称）と周辺自治体の関係は多様な形に

地域主権改革の実現のため、国・地方間の税源配分の是正をはじめとする地方税財政制度の改革が必要であり、

特別自治市（仮称）の創設にあたっては、その役割に応じた、税財政制度を構築

住民サービスの実施主体が特別自治市（仮称）
に一元化されることにより・・

○二重行政の解消
○行政全体のコスト削減
○地域の実情に応じた施策展開

・・などの様々なメリット

特別自治市（仮称）制度の導入により

住 民 住 民

指定都市

道 府 県

国

特 別

自治市

（仮称）

広域自治体

現 状 特別自治市（仮称）制度創設後

連携・調整

住民サービスの実施に

かかる窓口が分散
国

住民サービスの実
施主体が特別自治
市(仮称)に一元化

特別自治市（仮称）創設後の広域自治体と基礎自治体の関係図

指定都市制度（現状） 特別自治市（仮称）制度創設後

指定都市 特別自治市

地域主権が進み、基礎自治体全ての役割が増大している

基礎自治体市 町 村

道 府 県 広域自治体

多様な連携

多様な連携
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